
2016年度
長崎高教組・長崎私教連
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青
年
を
誘
い

温
泉
に
つ
か
り

子
ど
も
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

語
り
あ
お
う

10日

13:00 受付

13:30 開会行事

14:10 記念講演

「長崎の子どもの貧困の現状

と高校の課題」(仮題)

小西祐馬さん(長崎大学)

16:20 領域別分科会①

18:30 夕食交流会

11日

9:00 領域別分科会②

11:50 閉会集会

12:30 解散

生
活
面
、
学
習
面
で
「
気
に
な
る
子
」
が
抱

え
て
い
る
背
景
に
は
、
彼
ら
た
ち
の
責
任
で
は

な
い
「
貧
困
」
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
２
年
の
「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
（

年
14

厚
労
省
発
表
）
は
、
過
去
最
悪
の

･

％
と
な

16

3

っ
て
お
り
、
中
で
も
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の
貧

困
率
は
、

･

％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
総
務

54

6

省
の
「
産
業
構
造
基
本
調
査
」
な
ど
を
分
析
し

た
山
形
大
学
の
戸
室
健
作
准
教
授
は
、
生
活
保

護
の
受
給
対
象
者
と
な
る
最
低
生
活
費
以
下
の

収
入
し
か
な
く
、
か
つ

歳
以
下
の
子
ど
も
が

17

い
る
世
帯
数
の

年
間
の
推
移
を
調
べ
ま
し
た
。

20

そ
の
結
果
、
１
９
９
２
年
に
約

万
世
帯
だ
っ

70

た
子
育
て
中
の
貧
困
世
帯
数
は
、
直
近
の
２
０

１
２
年
度
調
査
の
時
点
で
は
、

万
世
帯
に
倍

146

増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
調
査
年

度
に
小
・
中
学
生
だ
っ
た
子
の
多
く
が
現
在
、

高
校
に
在
籍
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

都
道
府
県
別
で
は
、
貧
困
率
が
高
い
順
に
沖

縄(
･

％)

、
大
阪(

･

％)

、
鹿
児
島(

37

5

21

8

20

･

％)

、
福
岡(

･

％)

、
…
長
崎(

･

6

19

9

16

5

％)

と
続
き
、
ワ
ー
ス
ト

の
う
ち

府
県
が

10

8

西
日
本
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
２
０
１
５
年
度
版
の

幸
福
度
調
査
」
で
は
、
日
本
の
「
子
ど
も
の
貧

困
率
」

･

％
（
加
盟
国
中
ワ
ー
ス
ト

位
）

15

7

11

で

年
間
で

ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
ま

27

5

す
。

人
に

人
の
子
ど
も
が
貧
困
家
庭
に
育

6

1

つ
状
況
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
「
格
差
が
子
ど

も
の
機
会
を
奪
う
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

貧
困
問
題
の
研
究
者
、
立
教
大
学
の
浅
井
春

夫
さ
ん
は
「
貧
困
」
の
大
き
な
問
題
は
、
子
ど

も
の
『
経
験
の
貧
困
』
で
、
そ
の
こ
と
が
進
学

機
会
の
剥
奪
、
低
賃
金
就
労
と
つ
な
が
り
貧
困

の
再
生
産
化
と
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。
親
世
代
が
お
金
が
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も

が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
カ
ル
チ
ャ

ー
と
接
す
る
経
験
、
学
習
の
経
験
な
ど
が
剥
奪

さ
れ
る
「
経
験
の
貧
困
」
。
こ
れ
が
「
あ
き
ら

め
の
文
化
」
と
な
り
「
俺
、
ど
う
せ
ば
か
や
け

ん
」
と
口
癖
の
よ
う
に
話
す
子
ど
も
や
生
活
す

べ
て
に
投
げ
や
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
姿

の
子
ど
も
た
ち
を
生
み
出
し
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
小
西
祐
馬

さ
ん
は
、
北
海
道
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科

で
学
ば
れ
、

年
４
月
か
ら
長
崎
大
学
に
勤

08

務
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
レ
ス
や
被
虐

待
児
支
援
に
関
わ
っ
た
経
験
も
お
持
ち
で
、

共
著
と
し
て
、
「
現
代
日
本
の
『
見
え
な
い
』

貧
困
」
、
「
貧
困
と
学
力
」
、
「
子
ど
も
の
貧
困

白
書
」（
全
て
明
石
書
店
）
な
ど
を
執
筆
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
を
テ
ー
マ
に
し
た
長
崎
新

聞
の
特
集
記
事
で
は
、｢

『
頑
張
っ
て
も
仕
方

が
な
い
』
と
子
ど
も
に
夢
を
あ
き
ら
め
さ
せ

る
社
会
は
成
熟
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う

か
。
貧
困
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
と

い
う
理
想
を
め
ざ
し
、
今
よ
り
『
機
会
の
平

等
』
を
確
か
な
も
の
に
す
べ
き
だ｣

と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。
貧
困
の
問
題
に
長
く
と
り
く

ん
で
こ
ら
れ
た
小
西
先
生
の
記
念
講
演
に
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

記
念
講
演

「
長
崎
の
子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
と
高
校
の
課
題
」(

仮
題)

講
師

:

小
西
祐
馬
さ
ん
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

分科会
第１分科会 平和・人権教育

－各学校の平和学習について報告を

お願いしています。よりよい平和学

習を実現するために、すべての学校

から報告をお願いします。

憲法学習は、教科、分掌などさま

ざまなとりくみの報告を期待します。

第２分科会 生活指導・自治活動
－生徒会の活動やホームルームの活

動を交流しましょう。児童・生徒の

成長を実現する文化祭や学校独自の

活動を紹介してください。

各学校の「18歳選挙権の学習」「主

権者教育」について報告をお願いし

ています。学習しあいましょう。

第３分科会 登校拒否･不登校･高校中退
－登校拒否・不登校、支援を要する

生徒たちとどうかかわるのか、各学

校での実践を基に討議します。

高校での特別支援教育についても

討議します。特別な支援を要する生

徒に対して、個人でなく学年や学校

で対応する智慧を学びあいましょう。

第４分科会 民主的職場づくり
－知っているようで知らない教職員

の諸権利について、「教職員の権利手

帳」や「Cheer」などをテキストに再

確認しながら、職場の問題について

考えていきましょう。

［
分
会
長
・
分
会
教
文
担
当
の
先
生
へ
］

ま
ず
、
「
夏
季
教
研
ポ
ス
タ
ー
」
を
職

場
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
、
夏

の
教
研
を
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
「
き
ょ
う
け
ん
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
や
「
教
文
ニ
ュ
ー
ス
」
を

使
っ
て
、
夏
の
教
研
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
先
生
方
、
こ

と
に
若
い
先
生
方
は
勉
強
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
緒
に
参
加
す
る
よ
う

に
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
分
会

に

部
、「
要
項
」
を
渡
し
て
あ
り
ま
す
。

2「
夏
は
、
川
棚｣

が
合
い
言
葉
で
す
。
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熊
本
地
震
か
ら

か
月
が

び
全
国
災
対
連
の
熊
本
地
震

テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入

3

過
ぎ
ま
し
た
。
被
災
地
の
熊

被
災
者
救
援
共
同
セ
ン
タ
ー

す
る
こ
と
を
す
す
め
ま
す
。

本
で
は
、
応
急
仮
設
住
宅
が

の
管
轄
の
元
に
活
動
を
お
こ

県
労
連
の
仲
間
で
あ
る

一
部
完
成
し
、

月
上
旬
か

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活

建
交
労
長
崎
合
同
支
部
は
、

6

ら
入
居
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

動
場
所
は
益
城
町
が
予
定
さ

月

日
～

日
に
熊
本

6

25

26

が
、
地
震
に
よ
る
被
害
に
加

れ
て
い
ま
す
。

地
震
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

え
て
梅
雨
前
線
に
停
滞
に
よ

交
通
費
、
食
事
代
は
自
己

隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。
が

る
大
雨
な
ど
で
被
害
が
拡
大

負
担
で
す
。
宿
泊
に
つ
い
て

れ
き
撤
去
や
清
掃
作
業
等
、

す
る
と
と
も
に
、
復
旧
作
業

は
、
簡
易
宿
泊
所
が
一
部
準

迅
速
に
対
応
し
て
く
れ
る

に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本

復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

す
。

的
に
は
ご
自
分
で
確
保
し
て

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

行
政
に
よ
る
復
旧
活
動
が

も
ら
い
ま
す
。
高
教
組
組
合

ら
大
変
頼
り
に
さ
れ
て
い

日
夜
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

員
に
つ
い
て
は
宿
泊
費
が
の

た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
だ

被
災
者
の
家
屋
内
外
の
片
付

ち
に
一
部
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必

け
や
避
難
所
等
で
の
被
災
者

作
業
が
出
来
る
服
装
、
手
袋

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
1

へ
の
物
資
配
達
な
ど
、
行
政

な
ど
は
各
自
で
準
備
。
危
険

日
で
も

日
で
も
行
っ
て

2

の
手
が
十
分
に
届
か
な
い
と

を
伴
う
作
業
は
お
こ
な
い
ま

み
ま
し
ょ
う
。

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ

せ
ん
が
、「
共
同
セ
ン
タ
ー
」

活
動
希
望
日
の

週
間

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動

と
し
て
最
低
ラ
ン
ク
の
ボ
ラ

前
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ン
テ
ィ
ア
保
険
（
入
院

千

間
に
合
い
ま
す
。
詳
細
は

3

夏
季
休
業
期
間
を
活
用
し

円
、
通
院

千
円
、
死
亡

高
教
組
本
部
に
お
問
い
合

2

3

て
、
熊
本
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

百
万
円
な
ど
）
に
は
入
っ
て

わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
行
き
ま
し
ょ
う
。
全
教
及

い
ま
す
。
た
だ
し
、
ボ
ラ
ン

月

日
、
大
雨
洪
水
警
報
が
だ
さ
れ
実
施
が
危

6

28

ぶ
ま
れ
る
中
で
、
平
和
祈
念
像
前
の
出
発
式
を
滞
り

な
く
お
こ
な
い
、
元
気
よ
く
歩
き
始
め
た
平
和
行
進

も

日
目
を
迎
え
ま
し
た
。

8

早
岐
駅
前
で
の
出
発
集

会
で
は
、
高
教
組
佐
世
保

支
部
の
日
高
支
部
長
が
あ

い
さ
つ
を
お
こ
な
い
、
最

後
ま
で
元
気
に
歩
こ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
な
お
、
日
高
支
部
長
は
ゴ
ー
ル

地
点
に
自
動
車
を
置
い
て
、
約

㎞
走
っ
て
早
岐
駅

10

ま
で
来
た
そ
う
で
す
。
通
し
行
進
者
の
韓
国
青
年
二

人
を
含
め
た
四
人
の
あ
い
さ
つ
に
勇
気
づ
け
ら
れ

て
、
長
崎
県
最

後
と
な
る
平
和

行
進
は
、
暑
く

な
り
始
め
た
早

岐
駅
前
を
元
気

に
出
発
し
て
、

三
川
内
の
県
境

を
め
ざ
し
ま
し

た
。
長
崎
高
教

組
か
ら
は

人
4

が
参
加
し
ま
し

た
。

中の二人韓国から参加の通し行進者

国民平和大行進 豪雨、灼熱を乗り越え
無事に佐賀県へリレー

平和祈念像前－－蛍茶屋－－日見公園－－西諫早駅－－鈴田峠

－－大村市役所－－松原駅前－－東彼杵駅前－－川棚駅前－－

ハウステンボス駅－－早岐駅前－－佐世保駅前－－戸の尾公園

－－早岐駅前－－三川内陶器組合前

被爆者とともに、核兵器のない世界へ
新たなステップを

２０１６年世界大会へぜひ参加を

原水爆禁止2016年世界大会広島・長崎に参加しましょう

広島 8月4日～6日 長崎 8月8日～9日

梅
雨
は
明
け
て
は

い
な
い
も
の
の
、
陽

射
し
は
夏
そ
の
も
の

で
、
じ
り
じ
り
と
照

り
つ
け
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
照
り
返
し
も

強
い
中
で
、
「
あ
の
日

は
も
っ
と
熱
か
っ
た

だ
ろ
う
」
と
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、
歩
き
続
け
ま
し
た
。
民
医
連
な
ど
若

い
参
加
者
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
年
齢
の
高
い
方
も

多
く
、
そ
の
元
気
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
高
教

組
の
大
先
輩
も
参
加
し
て
お
ら
れ
、
近
況
も
含
め
、

組
合
や
政
治
、
教
研
活
動
な
ど
ゆ
っ
く
り
話
な
が
ら

歩
く
こ
と
が
で
き
、
後
半
の
行
進
は
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。

佐
賀
県
と
の
県
境
の
三
川
内
陶

器
組
合
前
の
引
き
継
ぎ
集
会
で
佐

賀
県
平
和
行
進
団
に
無
事
に
リ
レ

ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

長
崎
支
部
、
諫
早
支
部
、
大
村

支
部
、
佐
世
保
支
部
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
8

間
で
、
の
べ

人
以
上
が
行
進
し

30

ま
し
た
。 見

え
な
い
け
れ
ど
、
全
教
と

佐
世
保
支
部
の
旗

原
水
爆
禁
止
２
０
１
６
年
世
界
大
会
は
、
被
爆
者

が
訴
え
る
新
し
い
国
際
署
名
が
ス
タ
ー
ト
し
、
世
界

で
も
日
本
で
も
、
核
兵
器
な
ど
の
軍
事
力
で
な
く
、

人
々
の
連
帯
と
国
ど
う
し
の
対
話
で
平
和
を
つ
く
る

べ
き
だ
と
い
う
声
と
行
動
の
高
ま
り
の
中
で
開
か
れ

ま
す
。

世
界
大
会
は
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世

界
を
め
ざ
す
す
べ
て
の
人
び
と
に
開
か
れ
た
大
会
で

す
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
努
力
す
る
、
国

際
機
関
、
政
府
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
あ
ら
ゆ
る

団
体
・
個
人
が
つ
ど
う
、
共
同
の
場
で
す
。

核
兵
器
禁
止
・
廃
絶

を
求
め
る
国
際
署
名
、

平
和
行
進
、
原
爆
展
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
り
く

み
を
持
ち
寄
り
。
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
へ

新
た
な
ペ
ー
ジ
を
開
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。広

島
、
長
崎
の
被
爆
地
で
開
か
れ
る
世
界
大
会
に
、

ぜ
ひ
あ
な
た
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

高
教
組
と
し
て
は
、
次
代
を
開
く
青
年
教
職
員
に

一
人
で
も
多
く
広
島
と
長
崎
の
大
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
会
の
詳
し
い
内

容
は
各
分
会
に
送
付
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
は
分
会
を
通

し
て
も
け
っ
こ
う
で
す

し
、
直
接
本
部
に
ご
連

絡
い
た
だ
い
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

ヒロシマ・原爆ドーム

ナガサキ・浦上天主堂

参議院選挙結果を受けて－全教書記長談話 （抜粋）

参議院選挙は、憲法違反の「戦争法」廃止や憲法改悪をめぐって、野

党と市民の共闘対自民・公明の対決構図が鮮明となるもとでたたかわれ

ました。選挙結果は、自公与党が70議席を獲得し、野党4党と無所属の

統一候補は44議席となりました。同時に、野党共闘の前進により、自民

党は選挙区では3年前を10議席下回る結果となりました。

32の一人区のうち、野党統一候補が勝利した11選挙区の結果は、憲法

違反の「戦争法」は何としても廃止したい、立憲主義を取り戻したい、

原発ゼロを実現してほしい、米軍の新基地建設は許さない、TPPからの

撤退をなどの切実な国民の願いが示されたものです。

同時に、「在任中の改憲」に強い意欲を示していた安倍首相が、「アベ

ノミクス選挙」と称し、改憲の意図を隠して選挙に臨んだことは、国民

を愚ろうするものです。安倍首相は、9月末にも召集される臨時国会か

ら、憲法審査会での審議を加速していくことを表明していますが、この

まま改憲につきすすむことは許されません。

18歳選挙権が実現したもとで、発達段階に応じた主権者教育の実践を

豊かに発展させることが求められています。しかし、文科省は、昨年10

月に「高等学校等における政治的教養の教育と高等学校等の生徒による

政治的活動等について」、さらに今年1月に「Ｑ＆Ａ」を発出して、高校

生や教職員の政治的自由に不当な制限をかけてきました。また、連動し

て、地方議会や地方教育委員会からの教職員の政治的自由に関わる介入

問題も起こっています。

参議院選挙にあたっては、教職員に対してあらゆる政治活動、選挙活

動が認められていないかのような、「教職員の選挙運動の禁止等につい

て」も文科省から発出されました。こうした一連の動きは、本来憲法で

保障されている教職員の思想信条の自由、言論表現の自由に制限をかけ、

萎縮させるものでしかありません。全教は、改めて、「通知」及び「Ｑ

＆Ａ」並びに「教職員の選挙運動の禁止等について（通知）」の撤回を

求めるものです。 ※全文は全教のHPからダウンロードできます。

熊本地震の被災地があなたの
ボランティアを待っています
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